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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、近代ドイツにおける「衛生学・衛生教育」の成立と展開過程を歴史的に分
析し、それが教育の理論、実践、制度に与えた影響を医学史および国際比較史的な視点から明らかにすることにある。
そのために18世紀後半に出版され、世界各国においても広く利用されたた衛生学のテキストであるファウスト『衛生問
答』に注目し、その内容、活用事例、改訂の内容分析等について分析を進めた。これによって教育史と医学史とを架橋
・融合する研究領域を開拓するとともに、「衛生」および「医学」の視点から教育をとらえる研究視座の獲得を目指し
た。

研究成果の概要（英文）：This study traces the history of hygieiology and health education in modern 
Germany, focusing on Dr. Bernhard Christoph Faust (1755-1842), who played an active role at the end of 
18th century as a public health doctor and writer in the field of hygiene. He published several revised 
editions of his book, The Catechism of Health. This book focused on the methods of instructing children 
how to live a healthy life. The first edition appeared in 1792, and Faust revised it in 1794 and again in 
1802. This study analyzes how these texts reflect changes in Faust's views on child rearing and compare 
them with other writings by philosphers or educatonists in the same period.
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１．研究開始当初の背景 

現在、教育学と医学とを架橋・融合する研究

領域の開拓が全世界的な規模で積極的に推進

されている。これに伴い、教育の営みと医の営

みとの連関構造を歴史的な視点から解明しよう

とする新たな研究方法論に関心が集まってい

る。 

小嶋秀夫（1996）は、教育と発達とを結びつけ

る EPI（Ethnopsychological Pool of Ideas）の概念

を提起し、社会に貯蔵された子育ての知恵を構

造として捉える視点を提示した。これを受けて中

内敏夫（2000）は EPI の構造が歴史的に変容す

ることに注目し、EPI を歴史研究の分析視点とし

て導入する。こうして教育史と医学史との連接領

域の研究が進められ、前田晶子（2009）らは近

代日本における子育て論が小児医学によって

再編される過程を「医学的子育て論」の系譜とし

て析出した。このような研究成果が示されるなか

で、教育史と医学史とを取り結ぶ研究上の課題

として、日本医学の源流のひとつをなすドイツ近

代医学、とりわけ衛生学に関する歴史研究の蓄

積が手薄であることが研究上の課題となってき

た。 

 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、教育の歴史における医学

的知見の受容とその影響を解明するために、近

代ドイツにおいて成立した「衛生学」の理論およ

び「衛生教育」の実践に注目し、その系譜を「医

学的子育て論」として抽出することで、教育学と

医学の歴史的・思想的な連関構造を実証的に

解明することにある。 

 
３．研究の方法 

近代ドイツにおける「衛生学・衛生教育」の一

つの到達点と目される衛生学者ファウスト

（Bernhard Christoph Faust, 1755-1842）の『衛

生問答』（1794 年）を主たる研究対象とした。『衛

生問答』は 18 世紀後半のドイツにおける衛生学

の知識を問答形式でまとめた書物であり、家庭

の育児書として普及しただけでなく、学校におけ

る衛生教育の指南書としても広く利用された。本

研究では、1792 年にまとめられた「草稿」から

1802 年の改訂版（図１）にいたるまでの改訂内

容を同時代の衛生学の知見を反映・集約した成

果と位置づけ、同時代の教育書における医学的

な記述内容との比較検討を行った。 

図１：『衛生問答』（1802 年、改訂版） 

 
４．研究成果 

本研究において主たる分析対象となったファ

ウスト『衛生問答』は1802年の改訂版にいたるま

で 15 万部以上印刷され、13 カ国語に翻訳され

ている。しかしながら、日本ではまだ翻訳がなさ

れておらず、管見の限りでは先行研究もない。

欧米諸国における先行研究においては、著者

である医師ファウストの人物史に研究の重点が

置かれており、『衛生問答』の版の異同について

言及されておらず、書誌学的な分析が十分に進

んでいるとはいえない。 

本研究では、ドイツの図書館・文書館等で文

献収集調査を行い、『草稿』（1792 年、図２）等の



新たな史料を発掘するとともに、各版の内容の

比較・分析を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２：『草稿』（1792 年） 

 

『衛生問答』（1794 年）に先駆けて公刊された

『草稿』は全52頁（200問答）であるのに対して、

1794年に出版された『衛生問答』初版は全96頁

（413 問答）、1802 年の『衛生問答』改訂版は全

152 頁（450 問答）と版を重ねることに加筆、修正

がなされている。『衛生問答』は版を重ねるごと

に家庭の育児書として普及しただけでなく、学

校における衛生教育の指南書としても利用さ

れ、内容が書き換えられていった。 

『草稿』（1792 年）についていえば、翌年に部

分改訂された『草稿』（1793 年）では、表紙の副

題から「教義問答書と結びついた」という文言が

削除されている。また、翌 1794 年の『衛生問答』

の初版、および以降の版においては、タイトルに

おいて「宗教」や「教会」といった言葉は使用さ

れなくなっている。著者であるファウストが理性

信仰への傾倒を示しつつ、啓蒙主義の時代に

かなった合理的で科学的な衛生教育の普及を

目指したことがうかがえる。このように版を重ねる

ごとに『衛生問答』は国や伝統的なキリスト教を

支持する教区だけに限定されない内容へと改訂

されていき、国際的にも多くの読者を獲得すると

ころとなった。この過程のなかで衛生学もまた科

学化・近代化の歩みを進めた（論文①）。 

『草稿』からから改訂版への内容の変遷のな

かでは、『草稿』において乳児を布でぐるぐる巻

きにするスォッドリングの育児習慣が批判されて

おり、『初版』では子どもが一人で寝ることが奨励

されている。さらに改訂版では「小児用ベッド」が

提案されるにいたる。このことはドイツにおいて

1792 年から 1804 年までの約 10 年間に乳幼児

の寝かし方が一つの転換期にあったことを示し

ている。それまでの母親や乳母との共寝から子

どもが一人で寝ることへの転換は、たんに育児

の慣行が見直されたことを意味するだけでなく、

衛生学が新たな「子ども」や「子育て」の在り方を

後押ししたことを示すものといえる（図書①、

②）。 

加えて、同時代の教育書であるルソーの『エミ

ール』やカントの『教育学』との比較検討によって

「自然愛」、「崇高」などの価値に関する概念史

的分析をすすめ（論文②、③）、これらの教育書

に示された育児や教育に関する実践知や人間

理解が当時の衛生学や医学の知見から多大な

影響を受けていたことが明らかとなった。（論文

⑤）。 

研究期間内に発表することがかなわなかった

『衛生問答』の訳出および影響作用史につい

ては引き続き研究を進めており、近年中の発

表を目指したいと考えている。 
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